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プログラム 
 

平成 11 年（1999 年）10 月 7 日（木） 
 
 14：00～14：10 防衛研究所長開会挨拶 
         大越 康弘 
 
 14：10～14：30 防衛庁長官挨拶 
         瓦 力 
 
セッション １ －総力戦の時代－ 
 
 14：30～14：45 議長趣旨説明 

         林  永 

         防衛研究所戦史部 

 

 14：45～15：15 発表 

         「総力戦へのアプローチ 1890－1918 年  

               －第一次世界大戦とその遺産－」 

         ブライアン・ボンド（イギリス） 

         ロンドン大学 

 
 15：15～15：45 休憩 

 

 15：45～16：15 発表 

         「第一次世界大戦の衝撃 －日本と総力戦－」 

         相澤 淳 

         防衛研究所戦史部 

 

 16：15～16：45 コメント 

         戸部 良一 

         防衛大学校 

 

 16：45～17：00 質疑応答 

 

ps999
画像
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平成 11 年（1999 年）10 月 8 日（金） 
 
セッション ２ －変容をとげる戦争－ 
 
 10：00～10：30 発表 

         「20 世紀における戦争の効用」 
         ロバート・オニール（オーストラリア） 

         オックスフォード大学 

 
 10：30～11：00 発表 

         「中国から見た 20 世紀の戦争と平和」 
         袁 明（中国） 

         北京大学国際関係研究所 

 
 11：00～11：30 コメント 

         高橋 久志 

         上智大学 

 

 11：30～11：45 質疑応答 

 

 11：45～13：00 休憩 

 

セッション ３ －将来戦の展望－ 

 

 13：00～13：30 発表 

         「Post-Heroic Warfare －犠牲者なき戦争－」 
         エドワード・ルトワック（アメリカ） 

         戦略国際問題研究センター 

 

 13：30～14：00 発表 

         「21 世紀の戦争形態」 
         ゲオルギー・アルバートフ（ロシア） 

         アメリカ・カナダ研究所 

 

 14：00～14：30 コメント 

         石津 朋之 

         防衛研究所第 2 研究部 
 

 14：30～14：45 質疑応答 

 

 14：45～15：05 休憩 
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総合討議 －2 1 世紀の戦争と平和－ 
 

 15：05～16：05 総合討議 

 

 16：05～16：45 質疑応答 

 

 16：45～16：50 防衛研究所副所長閉会挨拶 

         持田 修 




